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 日本損害保険協会北海道支部(委員長：赤羽千恵美・三井住友海上火災保険株式会社 執行役員)は、2026

年2月1日(日)に大和ハウスプレミストドームで開催された「ほっかいどう防災ひろばin大和ハウスプレミ

ストドーム」に参画しました。 

「ほっかいどう防災ひろばin大和ハウスプレミストドーム」は、災害に備えるために役立つ防災情報を楽

しみながら学ぶことができるイベントで、「ほっかいどう防災教育協働ネットワーク」に参加する企業や団体、

行政機関等が連携して実施しています。同ネットワークには当支部も参加しており、2月 1日のイベントで

は、ステージプログラムでの講演およびブース展示を行いました。 

ステージプログラムでは、「みんな、まずは地震保険。」と題して、地震後の生活再建のために必要となる

資金の額や地震保険に関する講演、地震が起きたときの室内の状況をVRで体験する「地震こわれる診断VR」

の実演などを行いました。 

また、展示ブースに来場された多くの方は「地震こわれる診断VR」を体験したり、お子様には「防災クイ

ズ」にチャレンジしていただき、皆さん楽しみながら地震に対する備えの重要性について振り返っていただ

きました。 

当支部では、今後も自治体や関係団体等と連携しながら、地震保険の普及促進に向けて取組んでまいりま

す。 

         

＜ステージプログラムの様子＞             ＜展示ブースの様子＞ 

 

■地震こわれる診断VRは、下記URLより体験いただけます。 

https://www.sonpo.or.jp/insurance/jishin/kazai_apartment/kazai/ 

 

 

「ほっかいどう防災ひろば in大和ハウスプレミストドーム」に参画 

～ステージプログラム・展示ブースで地震災害への備えを呼びかけ～ 

 リスクを知り、どのように備え、被災後にどのように生活を立て直すか災害からの教訓を自分事

として考える～ 

 こととして」学ぶことができる～ 

https://www.sonpo.or.jp/insurance/jishin/kazai_apartment/kazai/

